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１．はじめに-ノ

ラオスでは伝統的土器製作(以下｢土器製作｣と｜ ，-(～ヘハバＬ＿

、､~

ノ

､

ＣＨＩＮＡ

略記する）に関する民族誌が比較的多く遺されている

(LcffertsandCort2003・第１図)。また、同国は、後

発開発途上国と位置付けられているとおり、周辺諸国

と比較して、経済発展が進展していない。そのため、

さまざまな生活場面において、現代化の影響が大きく

ないことから、土器製作において、未だ、伝統的様式

が遣されており、生産様式及び製作技術に関して、真

正な伝統や系譜を追求できる可能性も小さくないと考

えられてきた（LeffertsandCort2010)。

しかしながら、近年、周辺諸国、とりわけ、中国雲

南省、ベトナム、タイからの経済的な影響を受けるこ

とで、これらの急激な変容が危倶されるようになって

きた。とくに、鉄道や道路の建設に伴って、隣国から

安価で便利な工業製品が大量流入するようになり、在

来の伝統的手工業製品の売れ行きを'11害している。ま

た、ルアン。パバーン（L"αＦｚｇＰ/ia6α"９．以下「LPB」

と略記する）では、１９９７年、世界文化遺産に登録さ

れたことで、多数の外国人観光客が押し寄せるように

なった。インバウンドが求める風致の形成に伴って、

LPBの市街地を中心として、観光開発及び新たな雇用

が創出されるようになった。

これによって、多くの住民は、少なからずその恩恵

とさまざまな影響を受けるようになった。ＬＰＢの伝統

的な生活様式に関しては、観光業等に伴う見世物的要

素も加わり、さまざまな変容が生じており、これらの

真正性が危ぶまれる事態に陥りつつある｡同じように、

土器製作に関しては、生活様式の現代化に伴って、急

速に不要化が進むことが懸念され、少なくとも、火急

的速やかな記録保存等が必要であると考えている。

こうした中で、２０１１年１月及び１２月において、ラ

オス北部における土器製作及び焼き締め陶器製作に関

する民族誌の現地調査を実施した（徳澤ほか2012)。

本稿では、このうち、ルアン・パバーン県ルア

＝

第１図東南アジア大陸部の伝統的土器製作の分布

（Lcflb｢tsandCortZOO3抜粋一部改変）

ン・パバーン市バーン・ファン。ルアン（Ｂａα〃Ｐ/zα〃

L“'79）村（以下「BPL」と'11各記する）における土器

製作を取り上げる。とくに、伝統的水謹モー。ナム・

ホン（MbWjVZ7,,zHo'79）を題材として（図版1-1)、生

産様式及び製作技術の内容を明らかにしたい。また、

LPBでは、焼き締め陶器製作が盛んであった歴史的経

緯があり、ＬＰＢにおける土器製作と焼き締め陶器製作

の関係等を整理することにしたい。
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２．ファン。ルアン村における伝統的土器製作

２－１．インフオーマント

土器製作者の世帯本稿では、土器製作のＢＰＬを取

り上げるものの、現在、唯一、ゲーオソムバット・カ

ムセーン（陸αCSO/"ｂａｊＫｈα"Zsac"9）さん（53歳･女性。

ラオ族）が土器製作を継続しているに過ぎない。カム

セーンさんによると、３０年前、ＢＰＬのほとんどの女

性が土器製作に従事していたという。ｌｏ年前、数人

が土器製作を継続していたものの、高齢化に伴って、

カムセーンさんを除いて、土器製作を停止してしまっ

た。現在、カムセーンさんは、村藥で唯一の製作者と

なっている（写真１）。ＢＰＬでは、‐母親から娘に土器

製作が継承される。カムセーンさんも同じように、母

親から土器製作を習得したが、カムセーンさんの娘た

ちは、簡単な補助をすることがあるものの、ほとんど

土器製`作に関与していない。そのため、カムセーンさ

んは、ＢＰＬ最後の製作者となる可能性がきわめて高い

と考えられる。

世帯構成と生業20012年現在、カムセーンさんは、

BPLで生まれ育ち、１８歳の時、近隣村案出身の夫と

結婚した。結婚後、実家の敷地内に住宅を建設し、母

方居住している。土器製作は、幼いころから母親から

教授されてきたものの、２０歳の時、本格的に土器製

作を開始したという。子どもは、息子２人、娘５人で

ある（第２凶)。カムセーンさん（第２凶●）は、以

下のとおり、１９歳から３４歳までの子どもが７人いる。

１：長女（第２図○１）

…LPＢ市街地のスパで働いている。既婚。

２：次女（第２図○２）

…LPＢ市街地のスパで働いている。管理職。

３：三女（第２図○３）

…LPＢ市街地のスパで働いている。

４：四女（第２図○４）

…LPＢ市街地で働いている。

５：長男（第２図△５）

…家事手伝いをしている。土器製作に必要

な採掘や焼成を手伝っている。

６：五女（第２図○６）

…大学で学んでいる。住宅裏がナムカーン川に面

しており、これ利用し、レストランを開店した。

７：次男（第２固△７）

…大学で学んでいる。

長女以外は、未婚であり、カムセーンさんと同居し

ている。ＬＰＢ市街地で働いている子どもたちは、実家

から通勤している。娘たちは、土器製作にほとんど関

与しない。このうち、大学生の五女は、２年前、住宅

の裏がナムカーン川に面していることから、川沿いの

景観を活かして､ラオス料理のレストランを開業した。

写真１製作者のＫｈα"，ｍｅ"ｇさん[BPL］

勺＝＝△

△〒1○２○３○４○５△６○７△

○○

第２図Ｘｈａｍｓａｅ"ｇさんの家族構成[BPL］

オープンエアーのレストランであるものの、間口が狭

いことに加えて、フロアーが奥まっていることから、

客が店内を物色できず、いまひとつ客の入りが悪い。

レストランが忙しい時、カムセーンさんと娘たちが

補助する。

土器製作の形態ＢＰＬは、農業等を兼業していない

ことから、通年土器製作を継続することが可能であ

るものの、近年、ＭｂｗＭＩ"'ﾉｦb''９等の需要が小さくな

り、通年不定期で土器製作を断続している状態にあ

る。なお、ＬＰＢ市街地及びその近郊では、道路建設

や架橋に伴う土木工事をはじめとして、周辺開発の

進展が著しい。２０１１年１月の現地調査では、カムセー

ンさんの世帯が面する道路の舗装工事が行われてい

た。カムセーンさんは、成形場所と焼成場所の往来が

難しいことから、数ヶ月間、土器製作を中|断していた。

ただし、十器製作の最盛期にあたる９月には、士器

製作を再開できていたものの、必ずしも上器製作に



ラオス北部における伝統的土器製作と焼き締め陶器製作 1５

-JfJ鶏
iliilililiili霧llii鍵

囮,軽旦FH剤

IZ

鍵iiijlilil蕊liiiiiii蕊iii；
.付

号zHH#

▲Ⅲ
可
￥

＃
僅
か
用
険
ｉ
ｆ
ざ

ザ

‘….P｡…町｡淵H4LHhFJ唖－．酪痒忠拳･SF鋲L莇騨ELEL

胴部上半の円凸文（ＭｂｗＭＪＪ７７）

－１鑿鑿
￣凸凸ニーユ■－－Ⅱ

、蕊蕊懲灘

iiijDiilli1iiiijiln1iliiiliiliiiiiiIjliiillilLiLL

';i1li1iiii1iiilii1illlIll1iiillllillili
蕊懇)鶏
…-.-騨酋~き＿`蕊鰯鰻グョ鐸｡…

蝿
燕
灘

議籔鷺篝

③
穣
》
‐
認
知
甥
綴
翻

掴評朴》澱〈蟻息鵠》｛（跡》
ず
ぜ
診
，
”
’

諦
灘
｛
蕊
鰐
》
『
懲
慰

噸■…で

露騨巍iｒ
寧

駿
雫:

ｑ

内面のＫｉＫｔＪ〃と煤（ＭｗＭＪ"zjEb"g）

図版１ＭｂＷＭｚ"!〃b,Zｇ（左）とＭＤＭﾉﾉV､"Ｈｏ"９（右）［BﾉｺL］（1/8）［βﾉ'L］

l：ＭｂｗＭ７"ｌｊＥｍ'１gXg7j（口径29.0cmⅡ同部最大径39.0cln，器高２９．２cm），２：ＭﾌｗＭ７ｌ"Ｋ７ｄ"９（口径２５．８cm,胴部最大径３５．９Ｃｌ､，器高２７．８cm）

ら採掘していたものの、工場が建設されたため、現在

の場所から採掘するようになった。かつては散居村が

あったものの、空港拡張予定地となり、居住者が立ち

退いて、国有地となり、立入禁止区域になっている。

現在の採掘場所は、Ｎ-19.53,26"。Ｅ-102.8,57"に

位置する。直径130cm程度の垂直に掘り下げられた採

掘坑が点在している。表土から深さ４０ｃｍ程度を掘り

下げると、粘土層に到達する。粘土層は、）早さ５０ｃｍ

程度であり、上位は、白色を呈し、下位は、黄色混じ

りの赤褐色を呈し、鉄分が多く含まれる。粘土層の下

位は、礫層である。粘土層を掘り出して、砕細し、天

日干しする（写真２)。これから、礫・小石を除去し、

上位の白色粘上と下位の赤褐色粘上を選り分ける。粘

依存しなければならない家計ではないようである。ま

た、士器製作に対する男性の関与は、力仕事である粘

土採掘や焼成配置等に限られており、夫とともに、２６

歳の長男が補助している。夫は、かつて大工をしてい

たが、視力が低下したことから、退役し、専ら家事手

伝いをしているという。すなわち、カムセーンさん夫

妻というより、子どもたちの就労に伴って、世帯収入

の占める割合が子どもの世代に肩代わりされるように

なってきた段階と考えられる。

２－２．素地製作

粘土採掘粘士は、ＬＰＢ国際空港の脇の広大な空き

地から採掘する。５０年前、現在の空港寄りの場所か
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とともに、水甕モー･ナム（Ｍｏｗ

ＭＺ,"）等の液体貯蔵容器を製作

している。それぞれ、大ヤイ

(Ibj)、中クラン（幻､'9)、小ノー

イＣＶＤｏ/)、最小ノーイ・スック

(jVbojSt`A）の４種類の容量区分

がある。また、樹液キー・カン

(X1Mn7〃・図版2-5）を塗布し

た器種がある。このうち、ＭＤ１リ

ノV､〃（図版1-2）にK1iXtz〃を塗

布した器種がAわｗＭｚ"!〃b"ｇ(図

版1-2）であり、湯沸し鍋に用

いられる。K7Kmzを塗布した器

種は、丈夫であり、jVbwMmz

Hb'２９は、沸騰した湯が冷め難

いという。とりわけ、ＭｂｗＭｚ"z

Hb"ｇのIhj及び幻α"ｇは、湯沸

しで用いられるが、産後の母親

にﾉVbwMJ"Ｗb"ｇで沸かした湯

を飲用させると、母乳の出がよ

くなるとされており、現在、ア

ルミ製等の代替製品が流入して

:辮司
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図版２ＭDWA/b1'"〃。"ｇの成形で使用した製作道具［BPL］
いるものの、jvbwMJP7zHb"ｇの

1：叩き板MmP1(""(長さ38.5cln,幅10.5cm，厚さＬ1cm』重量2659)，２：叩き板Ｍ１/7be灯僅"(長根強い需要があるという。＿方、
さ3ＬＯＣ､』幅7.4cm，厚さ2.1cm，重赴1949），３：叩き板ＭｖｉＸｂＬｑｊ“(長さ284cm，幅7.0cm，KIKmzを塗布しないＭｂＷＭＪ'〃
厚さ1.9ｃｍ，重:量1829），４：当て具ＭＷｉｌｌ（長さ9.0cm，｜|塩8.6cm，厚さ５．５cm,重埜5789），

5a：乾燥樹液灯勉〃（直径9.0cm,厚さO4cln,重埜219），５b：乾燥樹液XjKm(長さ34.0cm,幅は、汲み置かれた水が冷たく保

4.5cm,厚さ２４c1m,重量449）たれる。ＢＰＬでは、川の水を飲

用水にしてきたが、ＭｂｗＭｍｚに

士は、年１回、１２月から１月の11寺期、50,00Oラオス．白い石（HJ'ZSol"）を入れておくと、水を清浄にする

キープ（以下「ﾉh1p」と表記する）を支払って、知人作用があるという。ＬＰＢを中心として、ラオス北部で
からクボタ（トラクター）を借りる。クボタ１台で麻ば、ｋＩＫｈ１〃を塗布した器種の需要があるものの、ラ

袋３０袋分の粘土を積載することができる。カムセーオス南部では、需要が少ない傾向にある。また、小型
ンさんが１年間で使用する２０ｋｇの麻袋２００袋分を性容器モーー。ノイ（ＭｏＭＷｏｊ）は、寺院、僧侶に対する

復運搬する。供献用土器として使用される。例えば、子どものた

砂の採集素地粘土は、砂が混和される。水量の少なめに祈願をする際、２つＭｂ１ＷＶＤｊを用意する。まず、

くなった乾季において、レストランが面するナムカー１つのＭｏ１ＷＶｏ/に花、ご飯、豚、果物等の５種類の

ン川の中州から砂を採取する（写真３)。供物を入れて、蓋の代わりに白い布や新聞をかけて、

素地製作やや多めの赤褐色粘土と白色粘土を混和請願に詣でる。もう１つのＭｏＭＷｏｊは､祈願成就の際、
し、これらの粘土に砂を混ぜて混錬する。粘土と砂の返礼の供物を入れて行くことになる。これらのＭｂｗ

混和比は、４:３割合である。お椀で掬った杯数をもとノVo/は、新品である必要がある。また、火葬後の埋葬

に、混和比を測り、加水しながら混錬する。容器として、骨や灰を入れる。これを寺院内の仏塔内
に納める.Ｍｂ１ＷＶｏ/等の小型器種は、仏器としての用

２－３．成形途があり、これに関しては、現在でも根強い需要があ

製作器種現在、舗装された道路に面して、カムセーる。また、現代的器種として、煽炉、植木鉢、貯金箱

ンさんの住宅が建築されている。ブロック塀と母屋の（壷）等が製作されるようになった。

間に屋根を架けて、コンクリートが打設された軒先を製作道具木製の有軸回転台ペン・ナ・ピコニン（Pe〃

主な士器製作の場所にしている。カムセーンさんは、ノｖａＰ/“g）は、母親、叩き板等の製作道具は、士器製

鍋モー・サイ・フー（ＭｂｗＳｑｉ〃ＣＯ）等の被加熱器種作を停止し、すでに退役した製作者たちから譲り受
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1８ 徳澤啓一・北野博司・中村真上11絵・平野裕子

けたものである（写真４)。汽加は、マイ・ドー（M7j

Do）といわれるローズウッド製であり、現在、伐採

禁止になっており、最早製作することができない。台

面と台軸ゲン（Ｇ２"）からなり、Ｃｅ〃に機械油を指し

て使用する。コンクリートが敷かれた成形場所の片隅

にMzjDo製のＧｅ〃が地面に打ち込まれて固定されて

いた。叩き板は、すべて軟質のココヤシ製であり、羽

子板状を呈する。叩き板マイ・プップ（ＭｍＰ吻妙

図版2-1）は、第４工程におけるタタキに用いられる

とともに、横滑りさせることで、ヘラナデのような外

面の仕上げに用いられる。叩き板マイ・ティー・キエ

ン（Ｍｚｊ７beX7e〃・図版2-2）は、断面蒲鉾状を呈し、

凸面は、平坦面とともに、無文であり、タタキ面とし

て用いられる。凸面は、底部閉塞等の変形程度の大き

なタタキに用いられる。また、凸面は、「．」字状を

呈するやや長頸のロ頚部、平坦面は、胴部上半から底

部にかけての作業面に用いられる。叩き板マイ・コー

ライ（ＭＪｊＫｂＬＱｊｅｅ・図版2-3）は、M7j7bekIe〃と同

じように、断面蒲鉾状を呈し、凸面は、無文であり、

ＭＩＩ正ｅＫｊｅ〃と同じように用いられる。平坦面は、菱

形格子が線刻され、それぞれの格子に円孔が施されて

いる。平坦面は、胴部上半から底部にかけての作業面

に用いられ、タタキ痕跡として、痘痕状の円凸文が施

文される。マー・ピン（Ｍ７Ｈ/〃・図版2-4）は、当て

具であるものの、胴部内面からナデ押しすることで、

胴部の拡張に用いられることがある。

Mbwjw"ｚＨｂ"ｇの成形ここでは、カムセーンさんの

成形を取り上げる。Ａ化ｗＭ７Ｗﾉﾓﾉb"ｇＩｈｉの成形は、４

工程からなる。成形の時間帯は、早朝８時から夕方５

時前後にかけて、成形体原型の乾燥時間を挿し挟みな

がら、断続的に継続される。ＭｏＭｗα"ＩＨｂ１ｚｇであれば、

１日あたり、Ｉｈｊで８個、灯α"ｇで１５個、ＭｂｗＭｚ"l

Hb'Zg及びjVowMJ",以外のjVoojで30個、ノVoojSz1ﾉﾋで

40個前後製作することができる。乾燥時間を見計ら

いやすいことから、同日中、異なる器種、異なる大き

さを製作しないようにしているという。

第１エ程筒抜けの円筒形状原型が作出される工程で

ある。製作者は、土間に敷かれた桟板上で、座り姿勢

で作業する。（１）素地粘土の塊から糸切の要領で素地

粘土を切り出し、桟板上で押し転がしながら、中実の

円柱形状の素地粘土のまとまり（以下「粘土円柱」と

いう）を作出する（写真５)。（２）目的とする粘土円

柱の高さにあわせて、下面及び上面を桟板に打ち付け

て、粘土円柱を成形する。（３）上面の中央に親指を突

き刺し（写真６）、粘土円柱を回転させながら両手の

親指と四指で挟み操むことで、上面を開ｐする（写真

７)。（４）粘土円柱を倒立させて、（３）と同じように、

下面を開口する。（５）開口した下面から右手を挿し入

れ、上面一下面間

の残余の粘土を掴

み取り、開口部を

貫通させる（写真

８)。（６）残余の

粘土を下面の開口

部内面に添加し、

粘土円柱を回転さ

せながら両手の親

指と囚指で挟み操

むことで、開口部

を拡張する（写真

９)。（７）粘土円

柱を倒立させて、

(5)（６）と同じよ

うに、上面から右

手を挿し入れ、残

余の粘土を掴み取

り、上面の開口部

内面に添加し、粘

土円柱を回転させ

ながら両手の親指

と囚指で挟み操む

ことで、開口部を

拡張する。（８）上

面から右手を挿し

入れ、親指の背で

1１Ｉ
第
１
工
程

Ⅲ
第
２
工
程

第
３
工
程

第
４
工
程

入れ、親指の背で第３図成形体原型の変形過程

ナデ上げること（'/10）

で、円筒形状原型

を上方に伸長させる（写真10)。(9)粘土|Ⅱ柱を倒立

させて、（８）と同じように、下面から右手を挿し入れ、

親指の背でナデ上げる。(5)～(9)を繰り返すことで、

円筒形状原型を大きく拡張する。第１工程における１

個体あたりの所要時間は、４分であった（写真１１)。

第２エ程前半は、「．」字状を呈するやや長頸のロ

頚部を作出する工程であり、後半は、口縁部が成形さ

れる工程である。製作者は、ＰＧ〃ＭＩＰﾉﾋﾞﾉzg上で、座り

姿勢で作業する。また、製作道具は、Mzi7beKie〃（図

版2-2）とＭｈ腕〃（図版2-4）が使用される。（１）円

筒形状原型の下面を上方に向けて、ＰＣ〃ｊｖａＰｊａｚｇ上に

fitせる。（２）円筒形状原型の側面上端（第１工程原型

の下面付近）をMzi7beK7e〃（図版2-2）の凸面（無文）

でタタキ締める（写真１２)。（３）円筒形状原型を倒立

させて､上面(第１工程原型の上面)をハルj7bexje'?(図

版2-2）の平面(無文）でタタキ揃える（写真13)。（４）

円筒形状原型の側面上半（第１工程原型上半）をMnj

7beKie〃（図版2-2）の凸面（無文）とＭｚ厩〃（図版

2-4）でタタキ締めながら、円筒形状原型を拡張する
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タキ揃える。（22)Ｐｅ/ｚＭｚＰｊｅ"ｇを回転させながら、右

手の親指と人差し指の腹で挟んだ濡れ布で、「．」字

状を呈するやや長頸の口頚部の上端をナデ挽いて、口

縁部を作出する（写真22)。（23)ＰＣ〃ﾉVnP/elzgを回転

させながら、右手の親指の脇腹と人差し指と左手の人

差し指の腹で挟んだ濡れ布で、「．」字状を呈するや

や長頸のロ頚部の上端をナデ挽いて、受け口状の口縁

部を成形する（写真２３)。（24)Pe"ｊＷＰｊｅ"ｇを回転さ

せながら、右手の囚指で持った濡れ布で、胴部最大径

上位の外面、左手の四指と掌で「。」字状を呈するや

や長頸の口頚部の内面のをナデ拭きする（写真２４)。

(25)Ｍａｉ姥eKIc〃（図版2-2）の平面（無文）で「．」

宇状を呈するやや長頸の口頚部をタタキ締めて、Ｍｚｊ

姥eK1ie〃（図版2-2）の凸面と平面のなす側稜で「．」

字状を呈するやや長頸のロ頚部の外面をナデ上げて伸

長させる（写真２５)。（26)PelzMzPje"ｇを回転させな

がら、右手の囚指で持った濡れ布で、胴部最大径上位

の外面をナデ拭きする（写真26)。（27)右手の親指及

び人差し指の爪先と右手の親指の爪先で濡れ布を挟ん

で玉縁状のロ縁部を成形する（写真２７)。第２工程に

おける１個体あたりの所要時間は、１１分３６秒であっ

た（写真２８)。

第３エ程前半は、底部閉塞の工程であり、後半は、

扁平な球状の胴部が作出される工程である｡製作者は、

足を投げ出した座り姿勢で、膝上で作業する。製作道

具は、Ｍｚｊ姥eKIclZ（図版2-2）とＭｚｊＸｏＬｑ/Ｃｅ（図版

2-3)、M7ZZi〃（図版2-4）が使用される。（１）円筒形

状原型の筒抜け部分をＭ７ｊ形eKIelz（図版2-2）の凸

面（無文）とMuYJ〃（図版2-4）でタタキながら底

部閉塞する（写真29)。（２）円筒形状原型の胴部上半

をＭ“たｅＸ７ｅ〃（図版2-2）の凸面（無文）とＭ７ＨＩ〃

(図版2-4）でタタキながら､胴部最大径を押し下げて、

｢．」字状を呈するやや長頸のロ頚部を作出する（写

真３０)。ＭＵ疏〃（図版2-4）は、当て具として、内面

に当てられるものの、タタキののち、内面からナデ押

しすることがある（写真３１)。（３）「．」字状を呈す

るやや長頸のロ頚部から胴部上半にかけての括れ部分

をＭｎｊＫｏＬａｊｅｅ(図版2-3)の平面(有文）とＭＪＨＩ〃(図

版2-4）でタタキ締める（写真３２)。(4)胴部下半か

ら底部をＭｚｊＫｏＬａｊｅｃ（図版2-3）の平面（有文）と

A化疏"(図版2-4)でタタキ揃える(写真33)。(5)「。」

字状を呈するやや長頸のロ頚部から胴部上半にかけて

の括れ部分をＭｂｊＫｂＬａｉｅｅ（図版2-3）の凸面（無文）

とＭｚ厩〃（図版2-4）でタタキ締める（写真34)。（６）

｢．」字状を呈するやや長頸の口頚部から胴部上半に

かけての括れ部分をＭｚｉＫｂＬａｉｅｅ(図版2-3)の平面(有

文）とＭα版〃（図版2-4）でタタキ締める。（７）胴部

下半から底部をＭｚｊＫｏＬａｊｅｅ（図版2-3）の平面（有文）

(写真１４)。（５）上面（第１工程原型の上面）をMZ7ノ

7beKIe〃（図版2-2）の凸面（無文）でタタキ揃える。

(6)上面（第１工程原型の上面）をMm7beXIe〃（図

版2-2）の平面(無文）でタタキ揃える（写真15)。（７）

円筒形状原型の側面上半（第１工程原型上半）をMJi

TbeK1ie〃（図版2-2）の平面（無文）とＭ１疏〃（図版

2-4)でタタキ締めながら､円筒形状原型を拡張する(写

真１６)。（８）円筒形状原型の側面上半（第１工程原型

上半）をMzj7beK1ie〃（図版2-2）の凸而（無文）と

ＭｚＨＩ〃（図版2-4）でタタキ締めながら、「．」字状

を呈するやや長頸のロ頚部を作出する（写真１７)。（９）

上面（第１工程原型の上面）をＭｚｊＬｅＫＪｅ'７（図版

2-2）の平面（無文）でタタキ揃える。（10）円筒形状

原型の側面下半(第１工程原型下半)をjWj7beXIe"(図

版2-2）の平面（無文）とＭＪＨＩ〃（図版2-4）でタタ

キ締めながら、「．」字状を呈するやや長頸のロ頚部

の下位を拡張する。（11）上面（第１工程原型の上面）

をＭＪｊ姥eKIe〃（図版2-2）の平面（無文）でタタキ

揃える（写真１８)。（12）円筒形状原型の側面全体を

Ｍ上zj正eKIe〃（図版2-2）の平面（無文）とＭｚ茄皿（図

版2-4）でタタキ締めることで、一旦、寸胴様の円筒

形状原型に戻しながら、上方に伸長させる。（13）上

面（第１工程原型の上面）をM7j7beKIe〃（図版2-2）

の平面（無文）でタタキ揃える。（14）円筒形状原型

の側面上半（第１工程原型上半）をAmj7bekIe〃（図

版2-2）の凸面（無文）とＭＷＩ〃（図版2-4）でタタ

キ締めながら、再度、「．」字状を呈するやや長頸の

ロ頚部を作出する（写真１９)。（15）上面（第１工程原

型の上面）をMhj7beKIe〃（図版2-2）の平面（無文）

でタタキ揃える。（16）｜']筒形状原型の側面下半（第

１工程原型下半）をMzj7beKje〃（図版2-2）の平面

(無文）とＭｚＨＩ〃（図版2-4）でタタキ締めながら、

｢．」字状を呈するやや長頸のロ頚部の下位を拡張す

る。（17）円筒形状原型の側面上半(第１工程原型上半）

をMzj姥ｅＫＩｅ〃（図版2-2）の凸面（無文）とハ化疏〃

(図版2-4）でタタキ締めながら、「．」宇状を呈する

やや長頸のロ頚部を作出する。（18）「。」字状を呈す

るやや長頸のロ頚部をM7j畦ＸＩＣ〃（図版2-2）の凸

面（無文）でタタキながら、ロ頚部の括れを強くす

る（写真19)。（19)MJj7beK7el7（図版2-2）を逆手に

持ち、内面に挿し入れて、凸面と平面のなす側稜でナ

デることで、「．」字状を呈するやや長頸の口頚部を

作出する（写真２０)。（20)Ｍ１ノルｅＫｊｅ〃（図版2-2）の

平面（無文）で「．」字状を呈するやや長頸のロ頚部

をタタキ締めて、MIj7bcKjel7（図版2-2）の凸面と

平面のなす側稜で「．」字状を呈するやや長頸の口頚

部の外面をナデ上げて伸長させる（写真２１)。（21）口

唇部をAmj7beK7el2（図版2-2）の平面（無文）で夕
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とＭｚＨ７〃（図版2-4）でタタキ揃える（写真35)。第

３工程における１個体あたりの所要時間は、５分で

あった（写真３６)。

第４エ程前半は、胴部下半から撫肩様のロ頚部の括

れまでの成形の工程であり、後半は、器面調整の工程

である。製作者は、第３工程と同じように、足を投

げ出した座り姿勢で、膝上で作業する。製作道具は、

Ｍ７ｊＫｂＬａｊｅｅ（図版2-3)、ＭｚＨｊ〃（図版2-4)、M7j

PzpzJ（図版2-1）が使用される。（１）水で濡らした右

手を内面に挿し入れ、左手の人差し指と中指の腹で口

唇部内面、人差し指の脇腹で「．」字状を呈するや

や長頸のロ頚部内面をナデる。（２）「．」字状を呈す

るやや長頸の口頚部から胴部上半にかけての括れ部分

をＭ７ｉＸｂＬａｊｅｅ（図版2-3）の凸面（無文）とＭＪ厩〃

(図版2-4）でタタキ揃える（写真３７)。(3)１１h部上半

をＭ７ｊＫｏＬａｊｅｅ（図版2-3）の平面（有文）とM7H717

(図版2-4）でタタキ揃える（写真３８)。(4)胴部下半

から底面をＭ７ｊＫｏＬａｊｃｅ（図版2-3）の平面（有文）

とA血疏〃（図版2-4）でタタキ揃える（写真39)。（５）

胴部下半から底面をMJjPz4pz`(図版2-1）とＭ】函"(図

版2-4）でタタキ揃える（写真４０)。(6)胴部最大径

から底面をM7jPz”‘（図版2-1）を横滑りさせて、擦

るようにタタキ揃える(写真41)。(7)内面にMzHil2(図

版2-4）を挿し入れて、胴部最大径から胴部上半にか

けて、内面からナデ押しする（写真42)。(8)胴部下

半をＭＪｊＰ叩〃（図版2-1）とＭＷ/〃（図版2-4）で

タタキ揃える（写真４３)。(9)胴部最大径臘付近をＭｍ

Ｐｚ<Pzz（図版2-1）とＭｂ蔵〃（図版2-4）でタタキ揃え

る（写真44)。（10)原型を倒立させて、ＭＩＪＰ“z‘（図

版2-1）を横滑りさせて、擦るようにナデる（写真

45)。（11）濡れ布で底面をナデ拭きする（写真４６)。

第４工程における１個体あたりの所要時間は、１０分

２７秒であった。ＭｂｗｊＶａＷ７Ｄ"ｇＩｈｊの第１工程から第

４工程までの成形工程の通算所要時間は、３１分03秒

であった。

写真５６数燃料及び焼台の焼成配置[BPL］

として、底面を天日に当てながら、アスファルトの強

い照り返しを利用して、焼成準備の間日干しする（写

真４７)。また、乾燥が不＋分な成形体に関しては、さ

まざまな方法で成形直前に乾燥させることがある。煽

炉の中敷きは、灰落としの孔があるものの、乾燥時、

直置きすると､乾燥が進まないことがある。その場合、

烟炉上で灸り焼きすることがある（写真48)。Ｍｂｗ

Ｍ７"ｚｆ/bmgJh/は、アスファルト上での天日干しで、

外面の乾燥を促進できるものの、内面の乾燥が進まな

いことがある。その場合、乾燥させたヤシの葉を刈

り取って（写真49)、点火し、これをＭｂｗＭｍｆＨｂ"g
Ibiの内面に挿し入れて、予備焼成を行うことがある

(写真50)。このように、予備焼成された成形体に関

しても、さら、アスファルト上で念入りに天日干しさ

れることがある（写真５１)。

２－５．焼成

焼成頻度最盛期の９月で月２回の焼成頻度であり、

ローシーズンであれば、焼成しない月もあるという。

燃料材烟炉上の予備焼成では、炭が使用されるもの

の、ＭｂｗＭｚ/〃ﾉYb"gJhj等の内面に挿し入れる燃料は、

ココヤシの葉等が使用される。本焼成では、袋詰めさ

れた竹を主とする枯葉と竹、そして、稲藁が用いられ

る。最近、薪の価格が高騰しているので、竹を半裁し

て使用している（写真52)。竹及び稲藁は、それぞれ

クポタの荷台1台分を200,OOOklipで購入している。

燃料及び成形体の配置ここでは、２０１１年１２月２６

日におけるカムセーンさんのＭｂｗＭｚｍﾉｦb"ｇＩｈｊを中

心とする焼成を取り上げる。焼成は、通常、午後５時

以降に開始されるものの、今回は、インフォーマン

トに予定の繰り上げを依頼し、午後１時３０分頃、焼

成配置を開始してもらった。ＭｂｗＭＪ"１月b"９Ｈｚj４個、

２－４．乾燥

成形各エ程間の乾燥時間ＭｏｗＭＩ"?〃0"ｇ)h/の成形

は、３日間を要するとおり、各工程において、１日間

をかけて、成形及び成形工程間の乾燥時間が挿し挟ま

れることになる。ＭｂｗＭＪ",fJb"ｇｘｚｊが大型であると

おり、十分な乾燥時間が充てられている。また、成形

体のひび割れ等を抑止するために、乾燥は、製作場所

の軒下等で陰干しする。

成形一焼成間の乾燥時間前日の成形体を除いて、成

形後、１日以上を空けて、焼成する。成形体は、成形

各工程間の乾燥と同じように、軒下で陰干しする。た

だし、焼成前、焼成場所の前の舗装道路において、主
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写真４９予備焼成の燃料［BPL］写真４８炎り焼き乾燥［BPL］写真４７アスファルトの照り返しの利用［BPL」

蕊iiii議驫鱸蕊蕊;ii鰄鰄鳶鑪ﾉ;鶏》'蕊騨;`ポ鍵
写真５２竹の半裁[BPL］写真５１予備焼成後の乾燥［BPL］写真５０予備焼成［BPL］

lllllllllllllliiliiillliiiiiilllllilllllmiiiiiiilillll1ilillilllii1iIllliillIlliillil1llillliililliliili
写真５５２層目の稲藁の配列［BPL］写真５４蚊燃料の稲葉［BPL］写真５３敷燃料の竹の枯葉［BPL］

写真５９竹による成形体配置の囲繰［BPL］写真５８小さな成形体の配置［BPL］写真５７大きな成形体の配列［BPL］

鱸
鱗懸7！…犠溌:

写真６４掛燃料の燃焼［BPL］写真６０稲藁|こよる覆い構造の構成［BPL］写真６２灰による覆い構造の被覆［BPL］



ラオス北部における伝統的土器製作と焼き締め陶器製作 2５

稲藁に点火した。点火後、掛燃料から大きな焔が上が

り、風上の西側から燃焼が進んで行った（写真６４)。
また、４６秒後、覆い構造の内部が明るくなったこと

から、あわせて、数燃料の枯草及び稲葉に点火したと

考えられる。１分５０秒後､掛燃料の稲藁が燃え尽きて、
覆い構造全体が黒灰化した。また､４分36秒後､再び、

敷燃料からの焔が盛んになったことから、敷燃料･の竹

が焚き付いたと考えられる（写真６５)。また、敷き燃

料からの焔に煽られて、黒灰化した掛燃料が白灰化し

はじめた（写真６６)。１５分３７秒後、焔が立ち消えて、

白煙だけが上がるようになった。このあたりから緩や

かに焼成温度が上昇し、点火２０～５０分後まで、最高

温度帯である600℃前後を比較的長時間にわたって維

持する（第４図)。また、１時間２分１２秒後、白煙が

立ち消えたことから、敷燃料が熾火化し、ほぼ燃え尽

きたと考えられる。このあたりから緩やかに焼成温度

が下降する。覆い構造を見ると、焔に煽られた部分が

白灰化しているものの、疎らに被覆した灰の部分に関

しては、黒灰化したままの状態である（写真６７)。

取り出し通常、午後５時に点火し、午後７時に焼成

が終了するものの、取り出しは、焼成体が徐冷するの

を待って、翌朝に行われる。しかしながら、今回は、

午後４時７分、取り出しを開始した。焼成後の焼成配

置の積み上げ高は、３５～４０ｃｍになっていた。覆い構

造の藁灰を割竹で取り崩し（写真68)、火挟みで取り

除いて（写真69)、焼成体を露出させて、製作場所に

取り込む。

黒斑等の焼成痕跡の産状外Ｂ面（焼成時の上向きの

外面）を見ると､覆い構造の藁灰と接触していた部位、

すなわち、MbwMm2I弓rb"ｇ】hjや貯金鉢等の胴部最大

径を中心として、不定型な比較的大きな覆い接触黒斑

が見られる（写真７０)。また、覆い接触黒斑とともに、

稲葉由来の燈色の火擦を伴う。一方、外Ａ面（焼成時

の下向きの外面）を見ると、敷燃料の割竹と稲葉と接

触した胴部最大径付近において、「Ｕ」字状の割竹と

の接触痕跡が頻出した。割竹と稲蘂が圧着し、割竹接

触部分が銀化し、稲藁接触部分が黒斑化した「Ｕ」字

状の接地面黒斑が見られた（写真７１)。一方、取り上

げ後の数燃料の産状を見ると、稲藁及び竹が白灰化し

ているとおり（写真７２)、｢Ｕ」字状の白斑も見られた。

また、同じように割竹と密着していたことで、この圧

着部分の割竹が燃焼していないとおり、この部分を除

いて、周囲の敷燃料由来の接地面黒斑が見られた（写

真７３)。

焼成破損等ＭｂｗＭ７"ｗb'zgIhiの焼成破損等は見ら

れなかったが、焼成配置西側の貯金鉢及び煽炉の中敷

きの一部において、焼成剥離が見られた（写真74)。

KYK上、の塗布ＭｂｗＭＪ"，Ｈｍｇに限らず、被加熱器種

写真６１稲藁による覆い構造の構成[BPL］

写真６３灰の被覆状態[BPL］

写真６７覆い構造の灰化状態の産状［B'L］
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写真６８覆い構造の取り外し［BPL］写真６６掛燃料の白灰化［BPL］写真６５数燃料の燃焼［BPL］

辮丁可
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鱗羅鰯“
写真６９焼成体の取り出し［BPL］ 写真７０覆い接触黒斑［BPL］ 写真７１外Ａ面の接地面黒斑[BPL］

■:iiiiiliillHlliilIiilIiiIlllllIlililillii'''''''1ilil1iii1liiilliillliillIlillil1iiiIIlI
写真７２白灰化した数燃料［BPL］ 写真７３「Ｕ」字状の焼成痕跡［BPL］ 写真７４焼成破損［BPL］
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写真７５焼成体及びＫｊＫｍｚの灸り焼き[BPL］写真７６底部のＫｊＫＺｚ〃の塗り付け［BPL］写真７７口縁部のＫＩＫ［z〃の塗り付け［BPL］
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写真８０BPL塵土器(上)とBC産焼き締め陶器(下)[LPB］写真７８垂れ落ちたＫｊＫｎＪｚ［BPL］ 写真７９ＢＰＬ産土器［LBP］
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る製作者がカムセーンさん１人になっているとおり、

LPＢ産土器は、すべて、カムセーンさんが製作してい

ることになる。４月のソンクラーン（水かけ祭り）の

時期は、需要が増大するため、カムセーンさんの世帯

では、とくに、長女が天秤棒で担いであるいはバイク

で市場に売りに行くことがある。しかしながら､通常、

LPＢ市街地のタラート・ポーシー及びタラート・ナー

ヴェンカムにある小売店から定期的に電話で注文が入

る（写真79)。そのため、これらの店舗からの注文に

応じて、土器製作を行うことにしている。焼成後、小

売店が引き取りに来ることになっている。なお、これ

らの小売店舗では、BPL産土器とともに、ＢＣ産焼き

締め陶器を取り扱っている（写真80)。

販売価格カムセーンさんは、市場あるいは小売店

舗に対して、MowJVα"?であれば、Ihjで95,OOMiP、

灯ＱＪｚｇで７５，０００～80,000kや、ノVCCIで25,OOOkliP、

/VbojSzｲﾙで15,00Ｍｍで卸売している（卸売価格)。

小売店舗では、これに5,000ﾉﾋﾑｐを上乗せした価格で

販売されている（小売価格)。また、XjKmzが塗布さ

れたないＭｂｗＭｗ１ｊＥﾙ"ｇであれば、Ibjで115,000ﾉﾋＨＰ、

で卸売しており、20,000Aipが上乗せされる。

３．ＬＰＢにおける土器製作と焼き締め陶器製作

ＥＣの焼き締め陶器製作ＢＰＬが所在するＺＰＥでは、

に関しては、キー・カン（KdKmz）が塗布されるもの

とKIKmzが塗布されないものがある。前者は、ラオ

ス北部ヴィエンチャンからルアン・ナムターにかけて

の山地民に需要があり、後者は、ラオス南部で用いら

れる。前者は、KjKmzを塗布することで漏水しなく

なることから、湯が早く沸く効果がある。焼成の翌

朝、取り出し後、煽炉上で焼成体を茨り焼いて、再

度暖め直し、乾燥樹調液キー。カンＫｉＫｍｚ（図版2-5a）

を溶かし付けてコーティングする。ＭＤｗＭ７脚Ｈｍｇの

場合、)昆炉上にＭＤＷＭｍｚＨｏ'Ｚｇを倒立させて、薪火

で内面から灸り焼きながら、円盤状のKIKmzを粗割

し、底部に載せて融かす融けたＸｒＫｔＪ〃を焼き魚用の

串に融かし付けて、口縁部外面から塗り付ける（写真

75)。また、被加熱器種であるため、最も炎で煽られ

る底面外面にＫＩＫ、を厚塗りする（写真７６)。そし

て、座面の低い椅子を倒立させて、椅子脚上にＭＤｗ

ＭＪｍＨｂ'ｚｇを正立させて、内面は口唇部から「．」字

状を呈するやや長頸のロ頚部にＫ１ｉＫｔＪ〃を塗り付ける

(写真77)。内面に関しては、薪火由来の煤で覆われ

ており、水洗いしてもかなりの煤が残留する。そのた

め、瞳Kmz及び煤でコーティングされており、その

後の使用に伴う煤を簡単に洗い流すことができる。ま

た、KIXZz〃は、質が悪いと、融かし付ける際、KIKの〃

が垂れて、器面に

対･するＸＩＫｔｍの

乗りが悪いという

(写真７８)。なお、

ＫｊＫａＪｚは、Ｍｏｗ

/ＶａｍＨｏ"ｇＩｈ／の

場合、２枚程度を

使用する。ＫＩＫｍ

は、タラート・

ポーシーで１枚

5,000k中で購入し

ている。とくに、

K1iKmzが塗布さ

れたノVbwJV口加

ﾉｦb/ｚｇは、湯沸し

に加えて、産後の

授乳を助ける薬草

を煎じたり、寺院

あるいは僧侶に対．

する供献用容器と

して用いられるこ

ともある。

２－６．販売

販売方式すで

に、ＬＰＢにおけ

鰯

層斑聾Ｉ

【月趨爵

lｌ１ｉｉｌ

第５図ＢＰＬ及びＢＣとBXLrの位置

(第５図の範囲は第１図を参照・GooglcEarthから作成）
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土器製作の村奉であるＢＰＬととも

に、バーン・チャン（Ｂａα〃ｃＡα"ｅ・

以下｢Bc」と略記する）村において、

焼き締め陶器製作が継続されている

(第５図)。現在、ＢＣでは、地下式

窯タオ（Tho）を所有する製作者３

世帯に加えて、共同経営の工房１ヶ

所で乃０２基、合計Ｔｈｏ５基が操業

している。また、これらを日借りす

る窯を所有しない製作者数世帯が

焼き締め陶器製作に従事しており、

LPＢにおける唯一の焼き締め陶器の

生産地となっている。

立地条件の差異ＢＰＬは、メコン

川の支流であるナムカーン（jvα'〃

K/､"）川の崖線上に位置し、ＬＰＢ

の市街地近郊に立地する。Ｅ-19.

53'２５．３"、Ｅ-102.8,28.8”である。

一方、ＥＣは、メコン川北岸の急峻

な崖線上に位置し、ZPEの市街地の

対岸に立地する。Ｎ-19゜52,41.2"、

E-102.6'34.8”である。現在、崖

線からやや奥まった台地上に占地し

ているものの、崖線付近から台地内

奥部にかけて、製作場所や窯等が変

遷している。また、かつての、、と

比較すると、需要の縮退にあわせ

て、規模が小さくなってきていると

いう。これに関しては、村奉内部の

土地利用の痕跡を詳細に調査すると

ともに、その背後にある薪等の資源

消費や窯場等の土地利用との関係を

整理する必要がある。

ラオス。ウィスキーと液体貯蔵容器

ＬＰＢは､著名なラオス・ウイスキー

の産地であり、メコン川沿岸をはじ

めとして、ラオス・ウイスキーの産

地が点在していた。これに伴って、

ラオス・ウィスキーの容器に適した

焼き締め陶器の産地も展開していた。

i蕊鑿鑿Ｉ鑿鑿鑿！
'

iiiiliiii議鍵iｌｆｌｌｌｉ l蕊鍵iiiiii蕊蕊蕊蕊蕊
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胴部上半の同時窯詰め個体の接触黒斑

図版６ノヲｍＬａｏ[B、］（1/8）

｡径１６．５Ｃｌ､,胴部最大径26.2cm，底径16.0cm，器高３１５cm

焼き締め陶器の産地も展開していた。とりわけ、メコ

ン川の水運を利用することで､焼き締め陶器（ラオス・

ウィスキーを汲み入れた状態を含む）の出荷にきわめ

て有利な条件にあったと考えられる。そのため、ＬＰβ

周辺では、これらの液体貯蔵容器の需要が大きかった

ようであり、かつては、焼き締め陶器製作の村秦が複

数分布していたと考えられる。焼き締め陶器の村棄の

分布を掘り起こすとともに、ラオス。ウイスキーと焼

き締め陶器の産地間関係、これらの周辺地域との需給

関係を整理することで、ZPEにおける焼き締め陶器の

産地分布の成立過程を理解することができると考えら

れる。

BﾉＷにおける焼き締め陶器生産の痕跡このうち、

ラオス・ウィスキーの産地で著名なバーン・サン・ハ

イ（Ｂａα"xTz"９１ｿﾞﾋJ/・別名バーン・ダウ・ハイ（Ｂａα〃

nzzlf/､)村ともいう.以下｢BXHIと略記する）村では、

５０年前、ＥＣと同じように、焼き締め陶器が製作さ

れていたという。BXZJは、Ｎ-20.0'１４．１"、Ｅ-102゜
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写真８２掘り出されたＨＺｊＬａｏ[砥加ノ

灯

鷺

住民は、これを掘り出し、特産品である織物及びラオ

ス。ウイスキーとともに、土産物として販売している

(写真82)。これらを一瞥した限りでは、現在、ＥＣで

製作されているＨｍＬＱｏと比較して、細身で、ロ縁部

が漏斗状に大きく開く個体が多く見受けられる（図版

６)。さまざまな容量があるものの、ＨｍＬａｏ以外の

出現頻度が低いようであり、専らｍｊＬａｏを製作して

いたと考えられる。

ＢＣにおける焼き締め陶器生産の変容一方、ＥＣで

は、ｊ９ｍＬＱｏとともに、播鉢クロック（nock）が主な

製作器種となっている。現在､土産物としてのラオス・

ウィスキーにとって、助ｊＬａｏは、都合のよい液体貯

蔵容器ではない。農村等における自家用ラオス・ウィ

スキーの醸造で用いられるものの、観光客等が求める

小売形態と合致しない。当然のことながら、小売単位

として､ガラス瓶等による代替が進んでいることから、

ﾉｿﾋz/Ｌａｏは、かつてのような需要が見込めなくなって

いる。そのため、ＬＰＢでは、現在、ＨｍＬａｏの需要の

縮退によって、焼き締め陶器製作の村樂がＥＣ１ヶ所

になってしまったと考えられる。さらに、現在のＥＣ

の焼き締め陶器製作を見ると、とくに、焼成に関する

技術に著しい変容が見られる。成形と異なり、焼成技

術は、燃料を主とするコストを大きく左右する。ラオ

スにおける森林伐採の抑制政策は、薪をはじめとする

篝

底部の糸切痕

図版５ハノｍＺａｏ[B】、（1/6）

ﾛ径１８５cm,胴部最大径２０’５cm’底径１３’0cm，器高40-6cｍ

13,57.2"に位置する。少なくとも、現在６０歳前後の

住民によると、すでに、親の世代で焼き締め陶器製作

が途絶していたという。現在、Bxfrでは、集落が占

地する台地上には、数多くの廃絶されたｍｏが埋積さ

れている。現在の地表面を見る限りでは、７h°の排煙

口や削平された側壁の立ち上がりを各所で確認する

ことができる（写真８１)。これらに関しては、村棄全

体で１００基以上が埋積されているという。また、Ｂ、

が立地する崖線直下のメコン川の沖積低地では、液体

貯蔵容器ハイ・ラオ（"ｍＬａｏ）をはじめとして、当

時廃棄された焼成失敗品等が堆積しており（図版５）、
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燃料コストを増大させており、ＢＰＬ及びＥＣともに、

燃料を削減し、焼成時間を短縮するようになった。ま

た、廃タイヤ等が用いられるようになり、燃料の一部

代替も行われるようになった。そのため、焼き締め陶

器であるにもかかわらず、Ｈα/Ｌａｏ、灯ＯＣＡともに、素

焼きに近い焼き上がりとなっている（図版６)。また、

見かけ上焼き締め陶器であることを示す必要があるた

め、化学塗料で器面を黒色に塗って、焼き締め陶器様

の仕上がりに見せかけるようになった。しかしながら、

実際は、焼き締りがきわめて弱いことから、本来の

ＨｍＬａｏ、幻ockに求められる役割に応えることが難し

い焼き締りとなっている。ただし、言葉を返せば、焼

き締りが脆弱であることは、買い替えの頻度が高まる

ことに繋がり、製作者にとって、決して悪いことでは

ないという意識の変化も生じていることに注意する必

要がある。

土器製作と焼き締め陶器製作の関係ＥＣとＢｘＨのよ

うに、ラオス。ウィスキーのための専用的な焼き締め

陶器製作は、土器製作との兼業を促さなかったと考え

られる。ＬＰＢにおける器種組成を見ると、水甕や煮沸

具等の生活什器で占められ、焼き締め陶器製作と製作

器種が全く競合しない関係にあり、材質にあわせて、

LPBとＢＣの棲み分けが行われてきた。ただし、現在

では、ＢＣのHmLfzo、K7ock等の焼き上がりを見ると、

写真８０のとおり、見かけ上、ＢＰＬ産土器とＢＣ産焼

き締め陶器の焼き上がりの区別が付き難くなってい

る。未だ、伝統的な意識差によって、製作器種にもと

づく用途差が根強く残っているものの、実際、ＬＰＢの

ＭｏｗＭＪ脚とＥＣのｆｍｊＬｑｏは、ほとんど同等の性能と

なってしまっている。すなわち、Ｂｃ産焼き締め陶器

の用途転用、すなわち、水甕利用等が行われるように

なってきている。むしろ、こうした土器製作と焼き締

め陶器製作の伝統的な棲み分け関係に対して、Ｂｃの

製作者は、量産化技術の優位性をもって、Ｂｃ産土器

(焼き締め陶器）のシェアを広げようとしている。ま

た、製作技術に関しては、ＢＣとＢＰＬでは、同じＰｅｌ１

ＭｚＰｉｃ'２９が使用されており、焼き締め陶器製作から土

器製作に対する技術移転のあったことが推測される。

ＢＰＬの土器製作に対しては、高速回転を可能にする

Pe"ＭＪＰｊｅｌ１ｇの有効性の議論は別にして、土器製作に

対する部分的な影響を確認することができる。

製作の比較研究」（研究代表者：徳澤啓一）の科学研

究費補助金を使用したことを付記しておきたい｡また、

本稿は、徳澤の滞在期間の調査記録をまとめたもので

あり、文責は、徳澤にある。

なお、下記の皆様にご指導.ご助言を賜った。記し

て感謝E|ﾖし上げる次第である。
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At Luang Phabang, much foreign tourists came to gather by having registered with the World Heritage in 1997.

Many inhabitants hereby came to be benefited and be influenced not a little, and the traditional lifestyle has changed in

various ways. We're anxious about the earthenware making no longer be needed soon with modernization o f the lifestyle.

Within this context, we surveyed the ethnography of the earthenware and the stoneware making in northern Laos on

January and December, 2011. In this paper, we focus on the traditional earthenware making at Phan Luang village in Luang

Phabang district. In particular, we arranged on technical contents and forming process of traditional water jar "Mow Nam

Hong". Moreover, since the stoneware was made actively at Luang Phabang historically, villages which make stoneware

coexist with villages which make earthenware or also make both. Therefore, we focus on influences of technical contents

and forming process of stoneware and earthenware of each other. Specifically, we made clear contents about the difference

in conditions of location, the relation of making vessel for storing liquids and whiskey production, the trace of the stoneware

making at Baan Xang Hai village, and the transformation of the stoneware making at Baan Chan village, and so on.


